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予算事業｜③女性研究者の活躍促進

府省 事業名
予算合計
（億円）

概算要求
（億円）

定量的な
成果指標

（アウトカム）
活動指標

（アウトプット） 政策評価
2019 2020 2021 2022

文部科
学省

国立大学法人の運営に
必要な経費 10,975 10,858 10790 11,167

 国立大学法人法に基づく国立
大学法人評価委員会による業
務実績に関する評価において、
自ら定めた中期目標の前文に掲
げる「法人の基本的な目標」に
則して、計画的に取り組んでいる
と認められる法人数

 交付法人数

 ①学部・学科改組を含む改革
構想を提案した国立大学のうち
当該構想を実現させたものの割
合

 ②大学間連携を含む改革構想
を提案した国立大学のうち当該
構想を実現させたものの割合

文部科
学省 私立大学等経常費補助 3,172 3,074 2,975 3,015

 教員1人当たり学生数
 学納金収入に対する教育研究

経費支出の割合

 補助割合（経常費補助金/経
常的経費）

 教育の質に係る客観的指標の
増額調整校の割合（％）

文部科
学省

国立研究開発法人科学
技術振興機構運営費交
付金に必要な経費

1,007 1,051 1,004 1,150
 標準評価(B評価）以上の評

価を受けた項目の割合（標準
評価以上の項目数/評価項目
数(6個））

 戦略プロポーザル発行数
 競争的研究資金により大学等

研究機関や民間企業等の外部
資源を活用し、課題解決型基
礎研究や橋渡し型研究開発、
国際共同研究を実施した件数

 先進的な科学技術や理科、数
学学習の取組を行う高等学校
等（スーパーサイエンスハイスクー
ル）に対する支援

 大学等と民間企業との共同研
究受入金額

 文部科学省所管の資金配分機
関が、国際連携推進のために各
国機関と締結している有効な覚
書（MoU）の数

出典）行例事業レビューシート、基金シート
※予算（合計）は補正予算・繰越・予備費等を含む



192
参考（女性研究者の活躍促進）

出典）文部科学省, 令和4年度文部科学省 概算要求等の発表資料一覧（8月）
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参考（女性研究者の活躍促進）

出典）文部科学省, 令和4年度文部科学省 概算要求等の発表資料一覧（8月）
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参考（女性研究者の活躍促進）

出典）文部科学省, 令和4年度文部科学省 概算要求等の発表資料一覧（8月）
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参考（女性研究者の活躍促進）

第４分野 科学技術・学術における男女共同参画の推進
項目 現状 成果目標（期限）

大学の理工系の教員（講
師以上）に占める女性の割
合

理学系：８．０％
工学系：４．９％
（２０１６年）

理学系：１２．０％
工学系： ９．０％
（２０２５年）

大学の研究者の採用に占め
る女性の割合

理学系：１７．２％
工学系：１１．０％
農学系：１８．９％
医歯薬学系：２５．３％
人文科学系：３７．７％
社会科学系：２５．８％
（２０１８年）

理学系：２０％
工学系：１５％
農学系：３０％
医歯薬学系：３０％
人文科学系：４５％
社会科学系：３０％
（２０２５年）

大学（学部）の理工系の
学生に占める女性の割合

理学部：２７．９％
工学部：１５．４％
（２０１９年）

前年度以上
（毎年度）

出典）内閣府,第5次男女共同参画基本計画～すべての女性が輝く令和の社会へ～（令和2年12月25日閣議決定）「成果目標一覧」

第5次男女共同参画基本計画「成果目標一覧」
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A-2基本計画に紐づく具体的な取組（施策群）が着実に実施されているか

米国、EU等先進国との国際共同研究

インド、ケニア等の新興国及び途上国と
のSDGsを軸とした科学技術協力

我が国の学生や若手研究者等の海外
研さん・海外経験の機会の拡充

諸外国からの優秀な研究者の招へい、
外国人研究者等の雇用促進

国際頭脳循環に関する実態把握と課
題の分析に基づく数値目標の設定

海外の研究資金配分機関等との連携
を通じた国際共同研究

魅力ある研究拠点の形成、世界水準
の待遇や研究環境の実現

学生・研究者等の国際交流

大学、研究機関、研究資金配分機関
等の国際化

戦略的国際共同研究プログラム（SICORP）【継続】
：2022年度 16億円（概算要求、医療分野除く）

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）【継
続】
：2022年度 20億円（概算要求、医療分野除く）

科学技術・学術の国際展開に関する取組に
おけるオンライン活用【継続】

海外特別研究員事業の推進【継続】 ：2022年度 34億円（概算要求）

外国人研究者招へい事業の推進 【継続】 ：2022年度 37億円（概算要求）

国際頭脳循環に関する実態把握と課題の分析に基づく数値目標の検討【継続】

AI、量子など戦略分野における海外ハイレベルの大学や研
究機関との研究・人材交流の枠組み検討【今後】

JST国際青少年サイエンス交流事業：2022年度 18億円（概算要
求）
JSPS若手研究者海外挑戦プログラム：2022年度 4億円（概算要
求）

科研費における国際共同研究支援の強化
：2022年度 国際先導研究の新設（R03補正予算案 110億円、最大5億円x7年/件 x 約15件の研究チーム支援）

戦略的創造研究推進事業等での共同公募等ファンディン
グ手法の導入【今後】

スーパーグローバル大学創成支援事業
：2022年度 33億円（概算要求）、計37校採択

研究資金配分機関の運営の国際化推進【今後】

ジョイント・ディグリーや海外連携大学との教育交流プログラ
ム構築等による学生交流の促進【今後】

教育交流プログラム質保証による日本人学生の海外派遣と外国人学生の受入促進・大学の世界展開力強化事業
：2022年度 13億円（概算要求）、2021年度にアジア諸国等を新規追加

世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）の実施
：2022年度 73億円（概算要求）、新規４拠点（約7億円
x10年）

海外研究資金配分機関等との連携深化【今後】フューチャー・アース（FE）構想に基づく国際共同研究【継
続】

革新的なクリーンエネルギー技術の国際共同研究開発
【継続】：2021年度 17億円（予算計）

戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）【継続】
：2022年度 8億円（概算要求）

科学技術の国際展開に関する戦略を
2021年度までに策定

第11期科学技術・学術審議会国際戦略委員会の開催【継続】

実施済・継続

今後実施

新規・大幅拡充統合イノベ戦略第6期基本計画国際共同研究の推進

国際頭脳循環の推進

⑤国際共同研究・国際頭脳循環の推進



197（参考）CRDS「日本の科学技術イノベーション政策の変遷2021
科学技術基本法の制定から現在まで」

出典）JST CRDS「日本の科学技術イノベーション政策の変遷2021 科学技術基本法の制定から現在まで」
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第１期科学技術基本計画 第３期科学技術基本計画第２期科学技術基本計画 第４期科学技術基本計画 第５期科学技術基本計画

新たな
留学生政策
の展開について

科学技術外交の
強化に向けて

科学技術・
学術分野に
おける国際的な
展開に関する
タスクフォース

「世界と一体化した
国際活動の
戦略的展開」提言「留学生30万人計画」骨子

LHC（大型ハドロン衝突型加速器）計画（1994～2008）
稼働

若手研究者海外派遣事業（JST）

ISS（国際宇宙ステーション）の建設 稼働

総合科学技術・イノベーション活動に係る国際活動

戦略的国際科学技術協力推進事業(SICP)
国際科学技術共同研究推進事業(SICORP)

統合

統合国際深海掘削計画（IODP）
新・統合国際深海掘削計画（IODP）

STSフォーラム
（毎年開催）

大学国際戦略本部強化事業

地域共通課題解決型国際共同研究

機動的国際交流

若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム（ITP）

ITER(国際熱核融合実験炉)計画

G8科学技術大臣会合

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）

グローバル30

アジア基準認証推進事業

頭脳循環を加速する
戦略的国際研究ネットワーク推進事業

頭脳循環を加速する
若手研究者戦略的海外派遣プログラム

頭脳循環を活性化する若手研究者海外派遣プログラム

大学の世界展開力強化事業

科学技術国際活動の推進

研究拠点形成事業（JSPS）

e-ASIA共同研究プログラム（SICORPの一部）

ベルモント・フォーラム（SICORPの一部）

グローバル人材育成推進事業（JSPS）

日本･アジア青少年サイエンス交流事業（JST さくらサイエンスプラン）

国際共同研究推進事業（農水省）

留学コーディネーター配置事業

大学等の海外留学支援制度

日本人の海外留学促進事業

グローバルサイエンスキャンパス（GSC）

外務省参与
（外務大臣
科学技術顧問）

日本人学生のインターンシップ支援・日本人研究者育成支援事業（外務省）

技術協力活用型・新興国市場開拓事業（経産省）

若手研究者海外挑戦プログラム（JSPS）

留学生就職促進プログラム

海外特別研究員事業（JSPS）

1982～

大学等における
輸出管理の強化について

世界で活躍できる研究者戦略育成事業

2016改称：戦略的国際共同研究推進事業

2018改称：日本留学海外拠点連携推進事業

G20大阪サミット、
TICAD7

国際活動
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参考（国際共同研究・国際頭脳循環）

出典）文部科学省,文部科学省 科学技術・学術政策局 科学技術・学術戦略官（国際担当）付 第11期国際戦略委員会（第3回）【資料1-1】 「国際頭脳循環の推進について」
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予算事業｜⑤国際共同研究・国際頭脳循環の推進

出典）行例事業レビューシート、基金シート ※予算（合計）は補正予算・繰越・予備費等を含む

府省 事業名
予算合計
（億円）

概算要求
（億円）

定量的な
成果指標

（アウトカム）
活動指標

（アウトプット） 政策評価
2019 2020 2021 2022

文部科
学省

スーパーグローバル大学創
成支援事業 34 33 33 33

 採択大学における外国人留学
生比率

 教員に占める外国人及び外国
の大学で学位を取得した専任
教員等の割合

 外国語のみで卒業できるコース
の割合

 ナンバリング実施割合

 ①大学間交流協定等に基づく
日本人学生の海外派遣数※令
和元年度実績値について、現在
調査中

 ②我が国の大学における外国人
教員比率

文部科
学省

大学の世界展開力強化
事業 12 11 11 13

 外国人留学生数/全学生数
 単位授与を伴う日本人学生の

海外留学経験者数/日本人学
生数

 採択プログラムにおける日本人
学生の海外留学者数

 採択プログラムにおける外国人
学生の受入数

 ①大学間交流協定等に基づく
日本人学生の海外派遣数

 ②我が国の大学における外国人
教員比率

文部科
学省

世界トップレベル研究拠点
プログラム 67 57 63 73

 採択した拠点の中で、WPIプロ
グラム委員会内において「世界
トップレベル（World Premier 
Status）」と評価された拠点の
割合

 採択した拠点の中で、WPIプロ
グラム委員会内において、事業
開始５年目にA（現行の努力
を継続することによって、当初の
目的を達成することが可能と判
断される）以上と評価された拠
点の割合

 主任研究者数
 研究者に占める外国人研究者

の割合
 全拠点の輩出論文数に占める

Top10%論文の平均割合

 採択した拠点の中で、WPIプロ
グラム委員会内において「世界
トップレベル（World Premier 
Status）」と評価された拠点の
割合

 採択した拠点の中で、WPIプロ
グラム委員会内において、事業
開始５年目にA（現行の努力
を継続することによって、当初目
的を達成することが可能と判断さ
れる）以上と評価された拠点の
割合

文部科
学省

環境分野の研究開発の
推進 0 0 0 0

 地球環境国際協同研究計画
に関する代表的な論文数
（本）

 地球環境研究開発推進に関す
る国際会議への出席（回）

経済産
業省

クリーンエネルギー分野にお
ける革新的技術の国際共
同研究開発事業

0 1 17
（9 ※） 0

 2030年以降の実用化に向けた
技術の橋渡し案件を、実施件
数の6割以上創出

 研究案件数（新規採択数）
 各研究案件おいて、毎年度達

成すべき目標数値をアウトプット
として設定し、各案件が掲げてい
る年度目標の達成を課し、事業
の評価を行うことを想定。目標
数値を達成する案件の割合を
指標とする。

総務省 戦略的情報通信研究開
発推進事業 15 12 10 8

 国際標準獲得型研究開発にお
いて、研究開発終了時までに国
際標準を獲得した件数（H24
以降の累計）

 フェーズII（本格研究）を終了
した研究開発実施者数が28年
度から5か年で50名程度

 実施した全ての技術課題におい
て達成率90％以上

 研究開発課題数
 論文数
 特許出願数

 研究開発課題の終了時におけ
る外部専門家によるフェーズⅡ
終了評価において、当初の見込
みどおりかそれを上回る成果が
あったと判定された研究開発課
題の割合

※「エネルギー・環境分野の中長期的課題解決に資する新技術先導研究プログラム」に統合



200
予算事業｜⑤国際共同研究・国際頭脳循環の推進

出典）行例事業レビューシート、基金シート
※予算（合計）は補正予算・繰越・予備費等を含む

府省 事業名
予算合計
（億円）

概算要求
（億円）

定量的な
成果指標

（アウトカム）
活動指標

（アウトプット） 政策評価
2019 2020 2021 2022

文部科
学省

国立研究開発法人科学
技術振興機構運営費交
付金に必要な経費

1,007 1,051 1,004 1,150
 標準評価(B評価）以上の評

価を受けた項目の割合（標準
評価以上の項目数/評価項目
数(6個））

 戦略プロポーザル発行数
 競争的研究資金により大学等

研究機関や民間企業等の外部
資源を活用し、課題解決型基
礎研究や橋渡し型研究開発、
国際共同研究を実施した件数

 先進的な科学技術や理科、数
学学習の取組を行う高等学校
等（スーパーサイエンスハイス
クール）に対する支援

 大学等と民間企業との共同研
究受入金額

 文部科学省所管の資金配分
機関が、国際連携推進のため
に各国機関と締結している有効
な覚書（MoU）の数

文部科
学省

独立行政法人日本学術
振興会運営費交付金に
必要な経費

266 266 271 299  標準評価(B評価）以上の評
価を受けた項目の割合。

 特別研究員の新規採用数
 国際舞台で活躍する研究者の

養成（海外派遣・外国人研究
者招へい）の新規採用数

 多国間交流事業、国際共同研
究、日中韓フォーサイト事業、
研究拠点形成事業等実施件
数

 課題設定による先導的人文
学・社会科学研究推進事業採
択研究テーマ数

 海外研究連絡センター等におけ
る活動状況（ホームページによ
る情報発信件数）
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